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食品は PA 含量が高く、日本人が長寿たる所以と考えられる。Agm 産生･蓄積は、発酵食品製造に関与
する微生物群(酵母 Saccharomyces cerevisiae、黄麹菌 Aspergillus oryzae、硝酸還元菌や乳酸菌)の代謝に
起因すると考えられている。中間発表までに、清酒製造用の黄麹菌 A. oryzae RW 株が主要な Agm 生産
微生物であることを示した。本研究では、RW 株による Agm 産生機構を解明し、著量の Agm を含む機
能性発酵食品の開発を目的とする。 
 
【実験方法】黄麹菌 A. oryzae RW 株を蒸米培地(固相)、あるいは蒸米を水中で破砕することで調製した
液化蒸米培地(液相)で 5 日間培養し、培養上清中の Agm を高速液体クロマトグラフィーにより定量した。
また、RW 株の菌糸の成長を評価するために、キチナーゼにより細胞壁のキチンを分解し、キチンの構
成要素である N-アセチルグルコサミンを定量した。次に、固相培地あるいは液体培地で RW 株を培養し、
調製した無細胞抽出液の Agm 合成活性を、Arg を基質として測定した。また、無細胞抽出液のプトレス
シン(PUT, Agm の代謝産物)合成活性は、Agm を基質として評価した。RW 株の Agm 合成酵素の機能を
解明するために、オルニチン(Orn)脱炭酸酵素(ODC)に着目し、大腸菌の発現系を用いて 4 種の ODC オ




A. oryzae RW 株の Agm 生産性を評価したところ、固相培養でのみ Agm を生産することが分かった。黄
麹菌の遺伝子発現動態は、培養環境に依存して大きく変化することから、RW 株の Agm 生合成酵素は固
相培養条件で特異的に誘導されると考えられる。RW 株の無細胞抽出液を用いた Agm 合成活性測定の結
果、液体培養由来の抽出液は、いずれの pH 条件、温度でも Agm 合成活性を示さなかった。一方、固相
培養由来の抽出液は、酸性条件下(pH 3)、30-40℃で最大活性を示した。さらに、固相培養由来の抽出液
は、いずれの条件においても PUT 合成活性を示さなかった。このことから RW 株の Agm 生合成酵素は
酸性側に至適 pH を有していると考えられる。RW 株の小仕込み実験において Agm が著量蓄積していた
のは、酸性条件で Agm 産生が誘導され、以降の代謝が停滞したためであると考えられる。黄麹菌は、
Arg 脱炭酸酵素(ADC)の遺伝子を保持しない代わりに、4 つの ODC オルソログを有していると推測され
ている(1)。RW 株においては、ODC が ADC の機能を代替していると予測し、4 種の組換え ODC オルソ
ログの基質特異性を評価した。その結果、ODC1, ODC3, ODC4 は Arg に対して Agm 合成活性を示さな
かった一方で、ODC2 が Arg を基質として Agm 合成活性を示した。これらの結果から、RW 株は、清酒
製造に特徴的な培養環境である固相培養下で低 pH に応答し、ODC2 が Agm 合成を担うことが示唆され
た。 
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